
　公民館では新年度にあたり、心新たに活動することになりました。皆様の協力を得て

地域活性化のために微力ながら頑張りたいと思います。

　各種活動の際、皆様方のご参加を心よりお待ちしております。

　今年度の公民館運営委員の皆様を紹介いたします。前年度運営委員の皆様には、ご尽力

に感謝を申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。

［敬称略］

《委員》 　　　

◎運営委員会会長　　〇運営委員会副会長

《顧問》

任期：令和6年4月1日～令和8年3月31日

  中村 勝彦  甲州市市議会議員 　廣瀬 文武  前玉宮公民館館長

　深澤 公男  玉宮公民館館長 　廣瀬 　力  玉宮公民館主事

《公民館》

　雨宮 眞司  市公民館運営審議会委員 　雨宮 千絵子 家庭教育学級長

　雨宮　 修  社協玉宮支部長 　内田 浩恵  玉宮小学校校長

〇坂下 裕治  福生里区長 　雨宮 義和　 スポーツ協会玉宮支部長

〇田村 　剛  平沢区長 　雨宮 　瞳  食生活改善推進員会長

役職名氏名 氏名 役職名

◎中村 勝久  上竹森区長（区長会長） 　雨宮 昭三  民生児童委員玉宮地区会長

〇小川 安生  下竹森区長 　沢登 力也  JAフルーツ山梨理事

【第87号】 令和6年6月1日発行

玉宮公民館だより
【発行責任者】 玉宮公民館

館長： 深澤 公男 □
主事： 廣瀬 力 □

※公民館使用申請は、利用する代表者が館長にご連絡ください。使用後は、公民館

入口にある使用管理日誌に記入をお願いします。

※鍵は館長が保管しています。使用時は館長宅から鍵を受け取り、使用後、返却を

お願いします。（館長が都合の悪い場合は主事が対応します。）

※玉宮公民館は、大会議室、和室、調理室などが利用できます。

公民館の使用申請・鍵の保管管理について

公民館運営委員会委員
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